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論点はNMIJの法的位置づけ、指定計量標準制度創設、MLAP改善策など

間
代
替
と
な
る
も
の
。

　
こ
れ
ら
は
国
家
計
量
標
準

か
ら
直
接
校
正
さ
れ
て
い
な

い
が
、
特
定
二
次
標
準
器
と

同
等
と
見
な
す
こ
と
を
、
経

済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
。 

J
C
S
S
サ
ー
ベ

イ
義
務
化
見
送
り
 

　
複
数
の
量
に
つ
い
て
も
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
校
正
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
ユ
ー

ザ
ー
が
使
い
や
す
い
よ
う
に

J
C
S
S
を
拡
充
す
る
。
I

S
O
／
I
E
C
1
7
0
1
1

に
基
づ
く
校
正
事
業
者
の

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
義
務
化
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
事
業

者
が
国
際
基
準
対
応
を
必
要

と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
し
て
、義
務
化
を
見
送
る
。

計
量
証
明
事
業
者

の
能
力
担
保
 

　
計
量
証
明
事
業
者
の
能
力

担
保
と
し
て
、
立
入
検
査
や

講
習
会
の
実
施
を
支
援
す

る
。
デ
ー
タ
改
ざ
ん
な
ど
の

不
正
に
は
、
行
政
処
分
や
罰

則
を
科
す
こ
と
を
検
討
す

る
。
今
ま
で
定
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
登
録
の
取
り
消

し
、
事
業
の
停
止
に
つ
い
て

の
基
準
を
検
討
す
る
。

　
M
L
A
P
は
、
認
定
後
も

技
能
試
験
の
結
果
な
ど
を
重

視
し
た
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強

化
す
る
。
認
定
が
取
り
消
さ

れ
た
場
合
は
都
道
府
県
に
お

け
る
計
量
証
明
事
業
の
登
録

も
取
り
消
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
。
基
準
が
日
本
独
自
の
も

の
で
汎
用
性
に
乏
し
い
と
い

う
事
業
者
の
意
見
や
、
国
際

整
合
性
確
保
の
必
要
か
ら
、

認
定
基
準
に
I
S
O
／
I
E

C
1
7
0
2
5
を
導
入
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
。 

検
討
大
詰
め
、新

制
度
に
意
見
集
中
 

　
報
告
書
案
を
ま
と
め
る
段

階
と
な
り
、
議
論
は
表
記
上

の
細
か
い
点
に
も
及
ん
だ
。

報
告
書
案
中
の
不
確
か
さ
に

付
け
ら
れ
た
注
釈
は
正
し
い

解
釈
な
の
か
、
と
い
う
疑
問

に
は
、
そ
も
そ
も
不
確
か
さ

の
定
義
自
体
も
曖
昧
で
あ

り
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い

人
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
と
い
う
意
義
に
は

か
な
っ
て
い
る
と
と
ら
え
る

委
員
も
い
た
。 

　
新
設
の
指
定
計
量
標
準
制

度
に
対
す
る
意
見
や
質
問
も

集
中
し
た
。
計
量
標
準
へ
の

ニ
ー
ズ
は
増
え
る
一
方
で
あ

り
、
こ
の
制
度
は
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
長
く
持
続
す
る

制
度
と
考
え
て
い
る
、
と
事

務
局
が
見
解
を
示
し
た
。

　
国
際
整
合
性
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
物
質
の
M
R
A

（
国
際
相
互
承
認
）
に
つ
い

て
は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
あ
り
、
と
く
に
研
究
・
開

発
が
こ
れ
か
ら
の
分
野
で

は
、
や
っ
た
も
の
勝
ち
と
い

う
面
も
事
実
と
し
て
あ
る
、

と
　
製
品
評
価
技
術
基
盤
機

（独）
構
の
瀬
田
勝
男
委
員
が
実
状

を
説
明
し
た
。
事
務
局
は
、

医
療
、
環
境
分
野
に
お
い
て

は
、
国
内
で
の
整
合
を
図
る

こ
と
が
先
決
で
あ
る
、
と
創

設
の
意
図
を
強
調
し
た
。 

　
I
S
O
／
I
E
C
1
7
0

2
5
は
S
I
（
法
定
単
位
）

ト
レ
ー
サ
ブ
ル
を
要
求
し
て

い
る
こ
と
と
、
ト
レ
ー
サ
ブ

ル
が
必
ず
し
も
確
立
し
て
い

な
い
指
定
計
量
標
準
制
度
と

の
矛
盾
は
、
I
S
O
／
I
E

C
1
7
0
2
5
は
「
望
ま
し

い
」
と
い
う
表
現
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
絶
対
で
は
な

い
と
補
足
し
た
。 

（
右
面
に
つ
づ
く
）

（1） 2006年（平成 18年）3月19日（日）第 2623 号

　
前
回
議
事
録
の
承
認
に
つ

づ
き
、
先
に
提
示
さ
れ
た
第

3
W
G
の
骨
子
に
、
2
月
　21

日
開
催
の
計
量
制
度
検
討
小

委
員
会
で
出
た
意
見
を
含
め

た
報
告
書
案
を
審
議
し
た
。 

　
報
告
書
案
は
基
本
的
に
骨

子
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
骨

子
中
の
具
体
的
方
針
に
つ
い

て
、
選
択
肢
と
し
た
箇
所
を

1
つ
に
絞
っ
て
い
る
。ま
た
、

誰
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
、

専
門
用
語
に
は
脚
注
を
付

け
、
図
や
表
を
加
え
た
。
文

言
、
文
章
表
現
も
見
直
し
て

再
整
理
し
た
。
名
称
か
ら
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
み
に
く
い
と

さ
れ
た
準
国
家
計
量
標
準
制

度
は
、
指
定
計
量
標
準
制
度

（
仮
称
）
に
改
め
ら
れ
た
。

　
報
告
書
案
は
A
4
判
　36

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
。
会
合
で

は
、
具
体
的
方
針
の
項
目
に

絞
っ
て
、
そ
の
内
容
を
説
明

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

W
G
で
の
講
演
者
を
対
象
に

し
た
標
準
物
質
整
備
や
試
験

所
認
定
な
ど
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
と
、
都
道
府
県
を

対
象
に
、
環
境
測
定
の
入
札

方
法
や
M
L
A
P
更
新
制
の

賛
否
を
た
ず
ね
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
も
合
わ
せ
て
報
告
さ

れ
た
。 

　
報
告
書
案
の
主
な
ポ
イ
ン

ト
は
以
下
の
通
り
。 

　
N
M
I
J
（
　
産
業
技
術

（独）

総
合
研
究
所
計
量
標
準
総
合

セ
ン
タ
ー
）
を
単
独
の
国
家

計
量
標
準
機
関
と
す
る
方
針

を
変
更
し
、
N
M
I
J
が
日

本
電
気
計
器
検
定
所
お
よ
び

指
定
校
正
機
関
と
連
携
し
て

計
量
標
準
を
開
発
・
供
給
し

て
い
く
体
制
に
す
る
。
そ
の

際
、
経
済
産
業
省
（
知
的
基

盤
課
）
は
基
本
方
針
な
ど
企

画
面
の
責
任
を
負
い
、
N
M

I
J
は
自
ら
供
給
を
担
う
と

と
も
に
、
計
量
標
準
整
備
の

総
合
調
整
な
ど
、
実
施
面
の

責
任
を
果
た
す
。
独
立
行
政

法
人
化
以
降
明
文
化
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
N
M
I
J
の
役

割
を
、法
的
に
位
置
づ
け
る
。

指
定
計
量
標
準
制

度
で
迅
速
な
対
応
 

　
多
岐
に
わ
た
り
増
え
続
け

る
計
量
標
準
や
標
準
物
質
へ

の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
指
定
計
量
標
準
制

度
を
新
設
す
る
。

　
対
象
は
、
海
外
の
国
家
計

量
標
準
機
関
が
供
給
す
る
国

際
整
合
性
が
確
保
さ
れ
た
も

の
。
ま
た
、
国
家
計
量
標
準

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
、

も
し
く
は
国
際
整
合
性
が
確

保
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

業
界
、
学
会
等
で
合
意
の
も

と
使
わ
れ
て
い
る
も
の
、
ま

た
先
端
技
術
な
ど
の
分
野
で

暫
定
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
、
国
家
計
量

標
準
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第
3
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
第
8
回
会
合
が
3
月
　
日
午
後
、
経
済
産
業
省

10

別
館
　
階
第
1
0
2
8
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
計
量
標
準

10

や
標
準
物
質
の
供
給
、
整
備
お
よ
び
計
量
証
明
事
業
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
第
3
W
G
は
、
4
月
下
旬
に
予

定
さ
れ
る
審
議
事
項
取
り
ま
と
め
を
前
に
、
報
告
書
案
を

審
議
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
創
設
し
た
指
定

計
量
標
準
制
度
、
デ
ー
タ
改
ざ
ん
で
初
の
認
定
取
り
消
し

事
例
が
生
じ
た
M
L
A
P（
特
定
計
量
証
明
事
業
者
制
度
）

の
改
善
策
な
ど
に
意
見
が
集
中
し
た
。 

第
3
W
G
第
8
回
会
合
、
報
告
書
案
を
審
議
　
　
　
　
  陰
右
面

特
集
神
奈
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
     隠
韻
面

計
量
行
政
室
長
講
演
柑
、
講
演
会
の
お
知
ら
せ
ほ
か
　
　
　
  吋
面

第
1
W
G
第
5
回
開
く
、
資
料・
第
1
W
G
に
関
す
る
小
委
員
会
で
の
発
言
　
　
右
面

あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会
潅
、
寄
稿
・
黒
須
茂
氏
　
  宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫（
1
1
0
）、社
説
、計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
富
山
計
測
展
報
告
、
ザ
ル
ト
リ
ウ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ほ
か
  羽
面

（　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

特
集
神
奈
川

隠
韻
面

ユ
ー
ザ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
制
度
を
目
指
し
て

他
機
関
と
連
携
し
て

N
M
I
J
が
国
家
計

量
標
準
を
確
立
 


